
   

「さらなるごみの減量・資源化」に関するアンケート 
 

※あてはまる番号に○印をつけてください。 
 

【ご回答者について】 

問１ あなたご自身とご家庭について、お答えください。 

  ア）性別 

   １．男性    ２．女性 

  イ）年齢 

   １．20歳未満     ２．20～29歳    ３．30～39歳    ４．40～49歳 

   ５．50～59歳    ６．60～69歳    ７．70歳以上 

  ウ）ご家族の人数（ご自身を含めて） 

   １．１人  ２．２人  ３．３人  ４．４人  ５．５人  ６．６人以上 

  エ）お住まいの形態 

   １．戸建て住宅         ２．集合住宅（アパート・マンション・寮） 

   ３．店舗・事務所との併用住宅  ４．その他（             ） 

 

【市川市のごみ処理の問題について】 

問２ 市川市のごみ処理の問題について、あなたが説明会に参加される前から知っていたことを 

お答えください。（○はいくつでも） 

１．市内にはごみの最終処分場がなく、市川市クリーンセンターでごみを焼却した後に残った

焼却灰は市外へ運ばれて埋め立て処分されていること 

２．市内で唯一のごみの焼却・破砕処理施設である市川市クリーンセンターは、老朽化が進ん

でおり、建て替え時期が迫っていること 

３．燃やすごみとして排出されたものの中に、分別すれば資源化できる可能性があるものが 

約３割も混入していること 

 

問３ 市川市のごみ処理の問題についてどの程度関心がありますか。 

   １．大いに関心がある      ２．少し関心がある 

   ３．あまり関心がない      ４．まったく関心がない 

 

【ごみの減量・資源化の取り組みについて】 

問４ ごみの減量や資源化のために、あなたが実践していることをお答えください。 

（○はいくつでも） 

   １．マイバッグの利用         ２．過剰な包装を断る 

   ３．使い捨て商品は買わない      ４．食べ残しを減らす 

   ５．生ごみの水切り          ６．コンポスト容器の利用 

   ７．プラスチック製容器包装類の分別  ８．雑がみの分別 

   ９．リユースショップ・リサイクルショップの活用 

   10．その他（具体的に：                     ） 

（裏面へつづく） 



   

【ごみの排出頻度について】 

問５ あなたのご家庭がごみを出す回数（頻度）についてお答えください。 

ア）燃やすごみ 

１．週３回    ２．週２回     ３．週１回   ４．週１回未満 

イ）燃やさないごみ 

１．週１回    ２．２週に１回   ３．月１回   ４．月１回未満 

ウ）ビン・カン 

１．週１回    ２．２週に１回   ３．月１回   ４．月１回未満 

エ）紙類・布類 

１．週１回    ２．２週に１回   ３．月１回   ４．月１回未満 

 

【戸別収集方式について】 

問６ 建物ごとにごみを収集する戸別収集方式について、どう思いますか。（○はいくつでも） 

   １．ごみを出す場所が近くなるので、ごみ出しが楽になる 

   ２．ごみの排出ルールが守られるようになる 

   ３．ごみの減量や分別を心がけるようになる 

   ４．ごみ集積場所に関する苦情やトラブルが減少する 

   ５．自宅の前にごみを置くことが気になる 

   ６．自分の出したごみが特定されやすいのでプライバシーが心配である 

   ７．今の収集方式のままでも特に問題はない 

   ８．その他（具体的に：                           ） 

 

【ごみ処理手数料の負担について】 

問７ ごみを出す量に応じて手数料を負担することになった場合、あなたのご家庭では、ごみの 

減量についてどのように取り組みますか。 

   １．より一層積極的に取り組む   ２．少しは前向きに取り組む 

   ３．取り組みは変わらない     ４．わからない 

    

【３つのプランについて】 

問８ 市が検討をはじめた３つのプラン（家庭ごみの有料化、戸別収集の導入、ごみ収集回数の  

削減）について、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

                            ご協力ありがとうございました。 


